
 

 

 

 

 

 

教職員の業務の効率化及び負担軽減と授業改善・生徒の学力向上をめざして 

クラウド型デジタル採点システムを市立中学校・高等学校へ導入します 

 

教職員が生徒と向き合う時間を確保するとともに、教職員の授業改善と個々の生徒の学

力向上を図ることを目的に、クラウド型デジタル採点システムを導入します。 

定期テスト等の実施により短期間に集中的に生じる採点業務を教職員用コンピュータの

画面上で採点、自動集計を行うことで、業務の効率化を図り、教職員の長時間勤務・多忙

化解消の一助となることが見込まれます。 

また、採点結果の分析機能等を活用し、生徒一人ひとりの学習上のつまずきを把握し、

習熟度にあった課題を出題し、指導を行うなど、教職員の授業改善や生徒の学力向上につ

ながることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 導入時期  令和６年８月１日 

 

２ 導入対象  全ての市立中学校（１８校）及び高等学校（３校） 

 

３ クラウド型デジタル採点システムの概要 

テストの答案用紙を専用スキャナで教職員用コンピュータに取り込み、効率的に採点を行うと

ともに、得点の自動集計を行うことができます。 

 
４ クラウド型デジタル採点システムの主な特徴 

▼採点業務の効率化 

・切り出し採点機能（コンピュータの画面上に同じ問題を並べて、集中的に採点することが 

できる） 

・分散採点機能（複数の教職員がクラウド上で同時に採点を行うことができる） 

・AI 自動採点機能（解答が記号や数式の場合、AI が自動で判別し、採点を行うことができる） 

・得点の自動集計機能（合計得点・観点別得点・大問別得点等の自動集計ができる） 

▼教職員の授業改善・生徒の学力向上 

・採点結果の分析機能等を活用することで生徒の学習状況を可視化（エビデンスをもとに教職

員の授業改善・生徒の学力向上へ）                    以 上 

令和６年７月 29 日 

所 属 学び支援課 
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